
 

欧州統合と欧州大学
院大学（EUI） 
～AUIへの示唆～ 

 遠藤 乾（北大法学部） 

早稲田大学 EUIJ-Waseda 

2013年11月18日 

endo@juris.hokudai.ac.jp 

mailto:endo@juris.hokudai.ac.jp




Plat du jour～本日のあらまし～ 

概略 

 ヨーロッパ統合史の中のEUI 

主要機関とアクター 

予算 

評価と課題 

東アジアへの含意 

 

 



概略 
国際組織（ｗ/外交特権）：政府間条約に基づく 

（cf.ブリュージュ欧州大学CdE=厳密には私的組織） 

 1976年設立、EU正式機関ではない 

締約国（2012年現在）20か国（EU-27のうち非加
盟：リトアニア、チェコ、スロヴァキア、ハンガリー、
ルーマニア、ブルガリア、マルタ） 

大学院専門大学：ｗ/4学部（法、歴史、政治社会、
経済）＋シューマン研究所 

主財源：締約国（奨学金等）、 EU機関（研究教育）、
伊政府（不動産）、＋α。（cf．CdE：EU・白・ポ) 

 



科学・教育・大学の欧州統合史① 
 1948.3 ブリュッセル条約WEU（55~欧州学長会議）  

 1948.5ハーグ会議：3（政、経、文）部会 

 文化・教育からの欧州統一提唱（ド・ルージュモン）、  

 欧州大学創設案（デ・マダリアーガ）  

 1948.10 「ヨーロッパ運動」設立 

   49.1  そのロンドン文化分科会で欧州大学案 

 1949.5  欧州審議会CE条約締結 

 1949.12 欧州文化会議：欧州大学CdE設立合意
（50.6創立） cf. Louis de Broglie仏物理学者による欧
州核物理学実験センター設立提案 



科学・教育・大学の欧州統合史② 

 1950.5   シューマン・プラン(->ECSC) 

 1950.10 欧州文化研究所（CEC,Geneva)設立 

 1953.6-7 CERN（欧州原子核研究機構）条約締
結（ECSC-Lux、英デ瑞典ノル瑞西ギリ・ユーゴ） 

 1954 CE欧州文化条約（→61教育文化枠組合意） 

 1955 メッシーナ会議前（EDC～EEC/Euratom)： 

西独ハルシュタイン提案 “The Federal Government 

hopes to show tangible testimony to young people of the 

desire for European Union, through the foundation of a 

European University to be created by the six ECSC”. 

 

 



科学・教育・大学の欧州統合史③ 
ハルシュタイン構想（1955）： 

科学技術研究センターと人文社会科学の組合せ 

単一欧州大学（≠ 諸大学連合、プロジェクト、大学院） 

西独代表Haedrich案(1956)：原子力研究所＋欧州
先端研究所 European Institute of Advanced Studies

（科学・芸術・医学・法） 

 1957：EEC（職業訓練条項）＋Euratom（大学条項） 

西独＋伊（大学、人文社会） vs 仏（研究、技術） 

 ドゴール大統領（1958~68） ＋大学側の不信 

   Cf. 1963 EEC職業訓練協力原則（’71:行動計画） 

 



Euratom Treaty, 25 March 1957  

 “An institution of university status shall be 

established; the way in which it will function 

shall be determined by the council, acting by a 

qualified majority on a proposal from the 

commission” (Art 9(2)) 

 “The commission proposals on the way in 

which the institution of university status 

referred to in article 9 is to function shall be 

submitted to the council within one year of the 

entry into force of this Treaty” (Art 216). 

 



科学・教育・大学の欧州統合史④ 
 1969 ハーグ首脳会議：欧州大学構想再発進 

1970-71 フィレンツェ・ローマ会合：大学院、非EC機関 

 1971.7： EC委検討グループ（→スピネッリ委員）    
‘71.11: EC教育相初会合 (cf. 61~CE教育相会合） 

 1972 EUI 設立条約締結（原締結国=EEC６） 

“foster the advancement of learning in fields which are of 

particular interest for the development of Europe” 

 1973.1 EC委教育研究総局設立 

 1974-76 EC教育相理、協力原則採択～行動計画  

 1976 EUI 創立 （当初学生数70） 



科学・教育・大学の欧州統合史⑤ 

 1985 「民衆のヨーロッパ」採択＋ドロール委員長 

  （＋欧州裁判所の創造的判決：職業訓練＋α） 

 1987 Erasmus （＋COMETT, その後PETRA, 

FORCE, Lingua, Eurydice, Tempus)  

 1989 EC委員会人的資源・教育・職業訓練・若者
タスクフォース（→’95 独立総局） 

 1992 マーストリヒト条約126条＝教育をEU権限に 

 （1992EUI設立条約改正：RSC, Aca.Council等）  

 1999~ ボローニャ・プロセス 



主要機関とアクター 
 High Council：最高決定体、締約国代表、加重多数決 

 Principal：学長（通常の学長並みの権力と限界） 
 Max Kohnstamm, Netherlands 
 Werner Maihofer, Germany 
 Emile Noël, France 
 Patrick Masterson, Ireland 
 Yves Mény, France 
 Josep Borrell Fontelles, Spain 
 J. H. H. Weiler, b. South Africa 

 Academic Council：全体教授会のよう（←執行委 

 Secretary：学長と国籍と異なる人が原則、事実上イタリ
ア外務省の総？局長クラス（出世コース） 

 Dept Heads＋Director Schuman Centre (RSC) 



予算 

歳入€60.040mil (2012) ：締約国拠出€26.451mil,

外部資金€13.110mil, EU拠出€10.380mil 

支出€55.442（項目別）：研究教育、外部、研究支
援、年金、不動産維持、奨学助成、史料館 

支出（支出先）: RSC 19%, each Dept 5-7, library 

7, archives 4, fellows 3 (cf. pension 13, IT 6) 

 €c6mil≒8億円(1975) -> €c60mil ≒80億(2012) 

 



EUI budget evolution 1975-2012  
Contracting States, Taxation & others, EC, Archives,  External funds 

 



Activities in number 
 Teaching &research staff 226 + Admin staff 191 

 Ph.Ds(2012): 22 Eco, 30 HEC, 23 Law, 34 SPS 

 1667 Researchers applied & 126 accepted 

(2012): Eco 317 (23 accepted), HEC 295(34), 

Law 387(27), SPS 668(42) 

 90% of researchers finish PhD in 4 years 

 71% graduates in academia or research;      

15% in the int.l/European institutions;           

14% in the private & national public sectors 

 

 

 



MAX WEBER AND JMF PROGRAMME 
APPLICANTS, 2005‒2012 (cf. 40 MWF/yr) 

 



評価と課題 

 EU・ヨーロッパ研究におけるプレゼンス 

拡張／拡散（cf. VS1994-5, JMF2000-1, FBF2009-10) 

特にRSC（欧州政策ユニットw/２教授２研究員→ｃ100人） 

評価・プレゼンスの相対的低下 

ヨーロッパ学の拡散と衰退 

グローバル化の遅延（欧州中心主義） 

EU政策との齟齬（ECO、HEC、SPS）（cf．CdE) 

 RSCの位置づけ（総額4割vs支出2割、建物8%） 



東アジアへの含意 

不信はつきもの、時間かかる eg EUI設立条約 

抵抗勢力はどこか：政府・大学 

露払い・社会化 cf ＷＥＵ学長会議～ＣＥ教育相 

 AUI制度設計：独立・私的CdE／政府間組織EUI? 

資金（＋土地建物）：主スポンサー国・機関の存在 

  cf．ぶら下がる国・機関・フォーラムはどれか 

場所：どこ？ （cf．他の争点領域とのリンケージ） 

狙い・焦点・水準：アジアの何？分野？大学院？ 

 

 

 


